
……これは面白い！　ニューヨークを爆走するタクシー・ドライバーの主人

公は女性。しかもこれがかなり豊満な黒人女性で、およそヒロインとは縁遠

い（失礼？）存在。これに対する銀行強盗団も、何とモデル顔負けの４人組

の美女。ドジな男性刑事を尻目にパワーあふれる女性たちが大活躍する姿は

爽快そのもの。女性上位もここまできたか……？　ひょっとしたら、リュッ

ク・ベッソン監督の元祖『TAXi』よりもこちらの方が面白いかも？

 主役は女また女……

　この映画の主役となるタクシー・ドライバーは女性のベル。そしてこの女性は

かなりグラマー（太め？）な黒人女性。

　こんなベルを演じるのは、グラミー賞に輝く女性ラッパーのパイオニアであり、

役者としても『シカゴ』（０２年）でアカデミー助演女優賞にノミネートされたク

イーン・ラティファだが、そもそもヒロインになるような美形ではない……（失

礼！）。

　チタン製スーパー・チャージャー仕様で特殊改造したタクシーでニューヨーク

市内をぶっ飛ばすタクシードライバーの役だから、ナヨナヨした美形ヒロインで

はつとまらないのが当然だが、それにしても何ともハマり役……？

　他方、次々と銀行強盗をはたらく悪役は、何とスーパーモデルばりの４人の美

女軍団。そのボスのジゼル・ブンチェンは、レオナルド・ディカプリオとの恋愛

関係がうわさを呼んでいるとのこと。カーチェイスがこの映画のメインなのだか

ら、ワケのわからないオッサンとのカーチェイスよりは、美女軍団とのカーチェ
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イスの方が視覚的に魅力があるのは当然で、その選択は正しいもの……？　カー

チェイスを目玉にした映画で、追う方も追われる方も女というのはちょっと珍し

くて面白い……？

 男はダメ刑事？

　車の運転は男の方が女よりうまいと決まっている、と思ったら大まちがい！　

この映画に登場する刑事のウォッシュバーン（ジミー・ファロン）は敏腕刑事

（？）だが、６歳のときに両親が車で１４０　㎞ 以上を出すというチャレンジにつき合

わされたことがトラウマとなって、今でも車の運転が極端にヘタという設定。刑

事のクセに……と思って観ていると、たしかに極端にヘタ。ヘタというより車の

運転には適性なしと言わざるをえない状況。

　車の運転でドジをふんだため、今や彼は捜査の第一線からはずされ、見回り役

に……。

 リュック・ベッソン監督の存在感は？

　リュック・ベッソン監督の『TAXi』（９７年）、『TAXi ２』（００年）、『TAXi ３』

（０３年）は奇想天外なストーリーながら非常に面白いもので、大ヒットした映画。

この『TAXI NY』はそのパート４ともいうべきものだが、ストーリーの連続性

は全くなく、単に『TAXi』の発想を受け継いでいるだけ。

　だから主役も『TAXi』のサミー・ナセリから、黒人女性のクィーン・ラティ

ファに変更されているし、舞台もマルセイユではなく、ニューヨークに設定され

ている。

　そしてこの『TAXI NY』の監督は新顔のティム・ストーリーがつとめ、リュ

ック・ベッソンはプロデュースと原案に徹している。しかしその存在感はありあ

り。しかしてその出来のほどは……？　ひょっとしてこのパート４の方が面白い

かも……？

 こんな運転のマネは絶対ダメ！

　この映画はたしかに楽しいものだが、次の点に十分注意することが必要だ。
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　第１にマネをしない方がいいのは、スピードを出したいという欲望にもとづく

車の改造。

　ベルが乗るタクシーは、ジェイムズ・ボンドの『００７』シリーズに登場する車

のように、改造に改造を重ねているうえ、スピード違反で警察に追っかけられた

時のためにナンバープレートも変更できるというシロモノだから完全に違法！　

またスピード違反はもちろん、無茶苦茶な車線変更、方向転換、急ブレーキと、

ベルが示すありとあらゆる運転テクニックは競技場で発揮すべきものであり、一

般公道で使うべきものでないことは当然。

　また、あの運転オンチのウォッシュバーンに運転させるについて、彼をリラッ

クスさせるために歌を歌わせるのはいいが、あんなにノリノリにさせて、ハイテ

ンション状態で運転させれば、「オレは運転の天才！」と錯覚して大事故を起こ

しそうでヤバイ……？

　とにかく、この映画のドライビングテクニックやカーチェイスは観て楽しむだ

けにして、絶対にマネしないこと！

 アン・マーグレットの登場にビックリ

　ダメ刑事ウォッシュバーンの母親役をコミカルに演ずるのは、何とあの往年の

グラマー女優のアン・マーグレット。

　私の中学生時代、『愛の狩人』（７１年）等に出演していた、目の大きな、見た目

ちょっとキツそうな（？）セクシー女優で、私の友人の１人などは完全に彼女に

ハマっていたが……？

２００４（平成１６）年１１月１６日記
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